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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     
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こ
の
夏
は
〝
危
険
な
暑
さ
〟の
毎
日
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、会
員
の
皆
様
に

は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
つ
い
て
は
、こ
の
板
橋
区
で
も
い
よ

い
よ
８
０
０
名
を
超
え
る
状
況
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
基
本

的
な
予
防
策
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、〝
感
染
し
な

い
〟〝
感
染
さ
せ
な
い
〟
と
い
う
き
め
細

か
い
配
慮
と
注
意
、
そ
し
て
行
動
が
今

必
要
な
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
の
生
活
で
は
不
要
不
急
な
外
出

の
自
粛
や
板
老
連
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
活

動
停
止
に
よ
り
、
高
齢
者
の
運
動
不
足

は
即
〝
フ
レ
イ
ル
〟
に
近
づ
き
、人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
減
少
は
〝
認
知
症
〟
を
早
め

て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

「
老
人
会
活
動
を
再
開
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
会
員
の
声
に
勇
気
づ
け
ら

れ
、
十
分
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た

上
で
、〝
段
階
的
に
緩
和
〟
を
し
て
行
く

と
い
う
こ
と
で
再
開
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
で
大

切
な
の
は
、ク
ラ
ブ
内
で
の
会
員
同
士
の

友
愛
の
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
よ
う
や
く
例
会
が
再
開
で
き
た
の

で
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
よ
」

「
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
の
で
一
緒
に
や

り
ま
せ
ん
か
」

「
マ
ス
ク
を
手
作
り
し
た
の
で
、持
っ

て
い
く
わ
ね
」

こ
ん
な
会
員
同
士
の
温
か
い
会
話

が
、大
き
な
心
の
支
え
合
い
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
人
間
関
係
を
し
っ

か
り
深
め
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
、ワ
ク
チ
ン

の
開
発
や
優
れ
た
治
療
薬
が
出
て
く
る

ま
で
、
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

板
老
連
の
会
員
同
士
が
と
も
に
支

え
合
い
助
け
合
っ
て
こ
の
難
関
を
乗
り

切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     
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基
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板
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仲
間
づ
く
り
を
中
心
に
、
①
の
ば

そ
う
健
康
寿
命
、
②
助
け
合
お
う
友

愛
活
動
、③
担
お
う
地
域
づ
く
り
を
、

④
積
極
的
に
会
員
増
強
に
力
を
入
れ

よ
う
、
を
目
標
に
掲
げ
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

基
本
方
針

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
〝
２
０
２
５
年
〟
が
迫
っ
て
い

る
。
国
や
自
治
体
は
問
題
点
を
先
取

り
し
、
解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

具
体
的
な
取
り
組
み
に
乗
り
出
し
て

い
る
。

そ
の
２
０
２
５
年
は
５
人
に
1
人

が
75
歳
以
上
、
３
人
に
1
人
が
65
歳

以
上
と
い
う
今
ま
で
に
日
本
が
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
こ
の
状
況

を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
世
界
が

注
視
し
て
い
る
超
高
齢
社
会
が
到
来

す
る
こ
と
に
な
る
。

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
５
年
と

迫
っ
た
今
、
私
た
ち
の
中
に
も
一
人

暮
ら
し
や
、
介
護
や
支
援
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
会
員
も
出
て
き
て
い

る
。
ま
さ
に
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ

〝
板
老
連
の
四
大
活
動
目
標
を
実
現
し
よ
う
〟　
令
和
２
年
４
月

な
い
状
況
で
あ
る
。

区
は
板
橋
区
版
Ａ
Ｉ
Ｐ
《
年
を
重

ね
て
も
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
ま
ち

に
住
み
続
け
る
》
を
始
動
さ
せ
、
町

会
・
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
高
齢
者
の
〝
在
宅
生
活
〟
を
支
え

て
い
く
地
域
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
板
老
連
も
地
域
の
重
要
な
役

割
を
持
つ
団
体
と
し
て
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
て
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
。

板
老
連
と
し
て
は
『
会
員
相
互
の

助
け
合
い
・
支
え
合
い
』『
健
康
で
明

る
い
長
寿
社
会
を
目
指
す
』
を
実
現

す
べ
く
、
次
の
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

①
〝
健
康
寿
命
の
延
伸
〟
を
目
標
に

掲
げ
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
目
指
す
事
業

②
友
愛
活
動
の
幅
を
広
げ
、
〝
高

齢
者
同
士
が
助
け
合
い
支
え
合

う
〟
事
業

③
学
ぶ
機
会
を
多
く
し
、
内
容
の
質

を
高
め
、
幅
を
広
げ
、
理
解
度

を
高
め
、
そ
れ
を
日
常
の
生
活

の
中
で
実
践
し
て
、
生
活
を
豊

か
に
し
て
い
く
事
業

④
旅
行
や
作
品
展
等
の
各
事
業
を
通

し
て
、
〝
生
き
が
い
と
喜
び
と

連
帯
感
〟
を
育
む
事
業

⑤
情
報
交
換
を
図
り
、
支
部
及
び
単

位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
安
定
化

に
努
め
る
事
業

⑥
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
た
め

に
、
安
心
安
全
で
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
事
業

と
共
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
活
動
を
地
域
と
共
に
積

極
的
に
実
践
し
て
い
く
事
業

⑦
『
会
員
増
強
』
を
積
極
的
に
す
す

め
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に

手
を
差
し
伸
べ
る
事
業

⑧
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進

す
る
事
業
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

令和元年度　総務・企画部　事業報告
総務・企画部　井村部長

令和 /月 事業内容 概要

1/4 月 4/10　理事会 〈大塚総務部長・運営〉

5月
5/8　　総会
5/10　理事会
5/24　三役・部長会

〈総会〉
出席128名・委任4　合計132クラブ・成立
（大塚部長より業務引き継ぎ）
☆三役・部長会を新設提案、了解される

6月 6/5　　理事会 （役員名簿・支部長名簿・部員名簿・作成）

7月
7/2　　理事会　7/17　三役・部長会
7/19　城西ブロック会議（練馬）

ブロック会議（練馬）・4名参加
（阿部会長、早坂・渡邉副会長・井村）

8月
8/7　　理事会　8/20　東老連・手帳手配
8/30　区長を囲む会

〈区長を囲む会〉
区6名・理事23名にて実施

9月
9/6　　理事会　9/12　三役・部長会
9/20　リーダー研修会

〈リーダー研修会〉
友愛活動をテーマに実施　190名参加

10月
10/3　理事会　
10/17 〜 18　日光交流事業（日光市にて）

〈日光交流事業〉
板橋区14名、栗山地区15名にて実施

11月
11/1　理事会　11/15　板橋・健康まつり
11/20　三役・部長会

〈板橋・健康まつり、95名来場〉
GH1階・グラウンド・ゴルフ、写真展示PR
（板老連クラブ名簿・整理）

12月
12/2　理事会
12/4　東老連大会（功労者、クラブ表彰）

〈表彰〉①優良老人クラブ　3クラブ
②育成功労者10名
③会員増強クラブ　1クラブ

2/1 月
1/7　　理事会
1/9　　板老連・新年会

新年会・123クラブ参加

2月
2/6　　理事会　2/18　三役・部長会
2/3 〜 7　区役所・板老連PRコーナー開催
2/25　　助成金説明会（中止）

板老連・PRコーナー（483名・来場）
（コロナウイルス対策・助成金説明会 -中止）

3月
3/3　　理事会
3/17　　全体会長会（中止）

（コロナウイルス対策・企画全面 -中止）
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

令和元年（平成31）度　板老連収支決算書

収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）
項　目 平成31年予算 平成31年実績 増減額 内　訳

前年度繰越金 153,428 353,428 200,000 平成31年度繰越金（積立金20万円含む）

会　　　費 3,744,000 3,709,120 -34,880 会員数 11,591 名×＠ 320-

板橋区補助金 6,400,000 6,461,037 61,037 平成31年度板橋区補助金

社協助成金 260,000 200,000 -60,000 芸能大会・作品展 20 万円

シルバー助成金 30,000 30,000 0 作品展運営

行事参加費 1,300,000 1,145,100 -154,900 

体育部（151000）盛年部（87200）
寿大学（203000）囲碁・将棋

（6000）作品展（43000）新年会
（411000）唄と踊り（35100）

手芸（33300）ダンス（19800）
芸能（62700）他の会（93000）

広告料 30,000 103,292 73,292 「広報・板老連」年４回
発行、広告料なし

寄付金 70,000 38,000 -32,000 祝金

雑収入 516,572 781,552 264,980 664,390 円は不合分を雑収入に計上

その他 261,744 261,744 261,744 円東老連から入金
（災害時予備金として（2/14））

積立金繰り入金 0

計（1） 12,504,000 13,083,273 579,273 

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 400,000 413,772 13,772 
転倒予防体操等健康講
座・部会・ウォーキン
グ

教
　
養

寿大学 2,500,000 2,412,340 -87,660 寿大学講師・書記手当・
同運営等部会

作品展 800,000 886,539 86,539 会場設営・賞状印刷・審
査員手当等及び表彰式

体育スポーツ 600,000 615,597 15,597 
ゲートボ―ル・ペタン
グ・輪投・グラウンド
ゴルフ各大会他

文
　
化

趣味旅行 0 20,400 20,400 

芸能大会 300,000 299,883 -117 芸能大会費用・部会等

囲碁将棋 100,000 70,292 -29,708 大会費用

唄と踊り 150,000 132,282 -17,718 大会費用

ダンスパーティー 100,000 82,933 -17,067 ダンスパーティ費用

女
性
部

世代交流 700,000 762,437 62,437 次世代との交流活動等

女性部・社会部 300,000 257,960 -42,040 友愛活動・日帰り旅行・手芸教室・ボ
ランティア活動・募金活動・部会等

広報部 1,300,000 1,311,670 11,670 広報・「板老連」年４回発
行等・HP 更新・部活動等

小計（A） 7,250,000 7,266,105 16,105 

運
営
費

企画部 150,000 51,740 -98,260 
老 連 新 任 会 長 等 研 修
会・会員増強・東老連
研修会等

総
　
務

事務費 600,000 546,376 -53,624 
東老連総会・理事会・城
西ブロック会議・日光市
老人会交流会・その他

通信費 100,000 97,761 -2,239 電話・FAX・連絡用郵
便・送料等

印刷費 600,000 642,806 42,806 コピー機管理・消耗品・
コピー機リース料等

渉外費 120,000 40,000 -80,000 地域・外部団体交流（祝儀）

慶弔費 40,000 73,136 33,136 慶弔用

消耗品費 30,000 24,501 -5,499 事務用品（文具・領収
書・額等）

会議費 200,000 168,698 -31,302 会計監査・委員会・三
役会等

交通費 50,000 62,860 12,860 三役・理事・外出・区
外出張費等

総会費 300,000 449,200 149,200 会場費・運営費等

新年会費 400,000 396,076 -3,924 会場費・運営費等の補助

支部費 700,000 810,000 110,000 支部活動費

東老連会費 1,206,000 1,197,000 -9,000 133クラブ×9,000円

備品費 150,000 14,900 -135,100 

雑　費 163,000 433,751 270,751 
戻入金・振込手数料他（①事
務所移転費 153,440 円②助
成金返還金 277,074 円含む）

小計（B） 4,809,000 5,008,805 199,805 

特
別
会
計

70周年記念事業費 200,000 0 -200,000 

役員理事記念品費 245,000 490,000 245,000 

小計（C） 445,000 490,000 45,000 

合計（2）
（A+B+C） 12,504,000 12,764,910 260,910 

翌期繰越金
（1）-（2） 0 318,363 
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

令和２（2020）年度　板老連収支予算

収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）令和2年4月1日
項　目 令和２年予算 内　訳

前年度繰越金 318,363 平成 31 年度より繰越金

会　　　費 3,680,000 会員数　11,500 名×＠ 320 円

板橋区補助金 6,400,000 令和 2 年度板橋区補助金

社協助成金 260,000 芸能大会、作品展、スポーツ

シルバー助成金 30,000 作品展

行事参加費 1,300,000
教養部（寿大学・作品展）250、体育部 100、文
化部（旅行・芸能・囲碁将棋・唄と踊り・ダンス
400、女性部（社会部・世代交流・女性部）50、盛
年部 100・新年会 400

広告料 30,000 広報誌「板老連」広告料なし、業者委託

寄付金 70,000 総会、新年会他祝儀

雑収入 211,637 懇親会会費、利息他

その他

積立金繰り入金

計（1） 12,300,000 

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 400,000 腰痛予防体操、認知症講習会等健康講座、23 区
ウォーキング

教
養

寿大学 2,500,000 寿大学講師、書記手当、同運営等部会

作品展 800,000 会場設営、賞状印刷及び表彰式等

体育スポーツ 600,000 ゲートボール、ペタング、輪投げ、グラウンドゴ
ルフ各大会、東老連、城西ブロック大会参加

文
化

趣味旅行 0 旅行費用

芸能大会 300,000 大会費用

囲碁将棋 100,000 大会費用

唄と踊り 150,000 大会費用

ダンスパーティー 100,000 ダンス（納涼、クリスマス）2 回開催費用

女
性
部

世代交流 700,000 次世代との交流活動

女性社会部 300,000 （社会部）ボランティア活動、募金活動、社会奉仕、
部会等、（女性部）友愛活動、手芸教室、部会等

広報部 1,300,000 広報誌「板老連」年 2 回自発行、ホームページ更
新、部活動等

小計（A) 7,250,000 

運
営
費

企画部 150,000 板老連新任会長等研修・会員増強表彰、板老連研
修等

総
務

事務費 600,000 東老連総会、理事会、詳細ブロック会議、日光市
老人会との交流会、その他

通信費 100,000 電話、FAX,、送料等

印刷費 600,000 コピー機関連費用及びリース代等

渉外費 120,000 地域、外部団体交流（祝儀）

慶弔費 40,000 慶弔用

消耗品費 30,000 事務用品（文具、領収書等）

会議費 200,000 委員会ｍ三役会等

交通費 50,000 区内外出張費

総会費 0 会場費、運営費等

新年会費 400,000 会場費、運営費等

支部費 700,000 支部活動費

東老連会費 1,188,000 132 クラブ×＠ 9,000 円

備品費 150,000 諸行事器具費、事務戸棚他

雑費 460,256 戻入金、振込手数料、両替手数料他

小計（B) 4,788,256 

特
別
会
計

役員理事記念品費 0 

災害時特別積立金 261,744 令和２年２月１４日東老連より入金分

 

小計（C) 261,744 
合計（2）

（A+B+C） 12,300,000 
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

令和2年度「事業計画案」推進について
総務・企画　井村　吉伸

本年度は、コロナウイルス感染拡大が進む中、まったく先が見えません。事業計画案は昨年度同様の企画
で進んでいますが、企画より実施まで 3 カ月間かかるものも多く、予定の変更や中止をすることもあります。

会員の皆様方の安全を第一に考え、環境が整いしだい、順次進めて行きたいと考えております。コロナ
ウイルス感染拡大が 1 日でも早く終息することを願いつつ、状況をご理解いただき、よろしくお願い申し
上げます。

広報部　伊藤部長
令和/月 事業内容
2/10月 板老連・会報182号　発行
3/1月 板老連・会報183号　発行

女性・社会部　坪田部長
令和/月 事業内容

2/10月
リズムダンス教室
手芸教室
城西ブロック「健康講座」

11月

リズムダンス教室
第1回「交通安全教室」
シニア「健康フェスタ東京」
駒沢オリンピック公園

12月
リズムダンス教室
第2回「交通安全教室」

3/1月
リズムダンス教室
第3回「交通安全教室」
城西ブロック「健康講座」

2月
リズムダンス教室
東老連・健康講座
城西ブロック「健康講座」

3月 リズムダンス教室

教養部　山口部長
令和/月 事業内容
2/10月「作品展」高島平区民館

12月
「作品展」入賞作品・表彰
式　文化会館

3/2月
区役所・板老連PRコーナー
　金賞作品展示

体育部　小西部長
令和/月 事業内容

2/10月
（東老連）グラウンド・ゴルフ大会
10月8日（予定）

11月
輪投げ大会　小豆沢体育館
11月 11日（予定）

3/3月
ペタンク大会　小豆沢野球場
3月 4日（予定）

文化部　奥永部長
令和/月 事業内容
11月 板老連芸能大会　文化会館

総務・企画部　井村部長
令和/月 事業内容
2/10月 理事会

11月
理事会
三役・部長会

12月
理事会
東老連大会（功労者・クラ
ブ表彰）

3/1月
理事会
板老連・新年会

2月

理事会
三役・部長会
区役所・板老連PRコーナー
展示
助成金説明会

3月
理事会
全体会長会

厚生・盛年部　小菅部長
令和/月 事業内容

2/10月
ウオーキング教室・歴史散歩
新宿区　10/12,10/26　2回

11月
ウオーキング教室・歴史散歩
新宿区　11/9,11/23　2回
転倒予防体操

12月
ウオーキング教室・歴史散歩
中央区　12/7

3/1月
ウオーキング教室・歴史散歩
中央区　1/4,1/18　2回
健康講座

2月
ウオーキング教室・歴史散歩
中央区　2/1,2/15　2回
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

令
和
２
年
度

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

副
会
長
・
監
事
紹
介

副
会
長

　

赤
塚
ブ
ロ
ッ
ク　

12
支
部

�
早
坂　

憩
子

　

上
板
橋
ブ
ロ
ッ
ク　

4
支
部

�

渡
邉　
　

博

　

赤
塚
ブ
ロ
ッ
ク　

11
支
部

�

坂
本　

恒
男

監　

事

　

板
橋
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

１
・
２
・
３
支
部

�

今
井　

鍵
造

　

上
板
橋
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

４
・
５
・
６
支
部

�

荒
蒔　

経
子

　

志
村
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

７
・
８
・
９
支
部

�

酒
井　

良
司

　

赤
塚
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

10
・
11
・
12
支
部

�

田
中　
　

優

監事に就任して
　板橋区老人クラブ連合会
� 監事　荒蒔　経子

稲毛副会長の後を受けて
　板橋区老人クラブ連合会
� 副会長　坂本　恒男

副会長としての心構え
　板橋区老人クラブ連合会
� 副会長　渡邉　博

皆さま初めまして、今年
度より鈴木監事の後任とし
て務めます、第５支部桜川
旺寿会の荒蒔と申します。

今年はさまざまな事情で
異 例 ず く め の 毎 日 で す が、
このような状況の中で監事
というお役をお受けしたの
も、何かのご縁かと思いま
す。皆さまのお力をお借り
して、またアドバイスをい
ただきながら頑張ってまい
ります。どうぞよろしくお
願いいたします。

期間は１年少々、人望ある
阿部会長のお手伝いなら頑
張ってやってみようと思い受
けました。折しも新型コロナ
の猛威と戦いながら、拡大阻
止の事業展開となりました。

不要不急、３密を避けての
行動をと呼びかけつつも、運
動不足、ストレス堆積、何を
もっての生活指導とすれば良
いか分からない状況の中。普
段できなかったことができて、
改めていろいろな再発見をし
たと聞きました。さすがに高
齢者は強く、人生を切り開い
ています。ありがたく素晴ら
しいなと思いました。

前期より企画・総務、教養、
広報をお手伝いするように言わ
れましたが、広報は初めての経
験でいまだ勉強中です。

広報の役割は大きく、つまる
ところ会員増強につなげること
と思っています。しかも、会員
皆さまの協力無しには成り立た
ず、また会員皆さまのパイプ役
でもあります。

今はコロナ禍で自粛、規模縮
小で掲載する材料が乏しい現状
ですが、知恵と工夫で新様式の
もとクラブ活動を継続している
ところもあると聞いております。

今後こうしたニュースをお届
けしたいと思っております。
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

寿
大
学

寿
大
学
・
講
師
の
皆
さ
ん
を
紹
介

寿
大
学
・
講
師
の
皆
さ
ん
を
紹
介

陶
芸

か
な
書
道

短
歌

手
芸
（
押
絵
）

四
半
世
紀
の
経
験
を
活

か
し

書か
な

に
親
し
む

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

押
絵
と
私

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
会
員
の
教
養
を
高
め
る
た
め
寿

大
学
で
多
彩
な
講
座
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
数
あ
る
科
目
の
中
か

ら
、
9
名
の
講
師
の
皆
さ
ん
か
ら
自

己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
寿
大
学
で
自
分
を
高
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

陶
芸
を
始
め
て
25
年
ほ
ど
に
な
り

ま
す
が
、
今
は
公
募
展
に
出
品
す
る

よ
り
自
由
気
ま
ま
に
好
き
な
物
を
作

陶
し
て
い
る
方
が
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
、
寿
大
学
の
講
師
の
話
を
い

た
だ
い
て
自
分
で
い
い
の
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
で
き
る
限
り
陶
芸
の
面

白
さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

書
は
毛
筆
と
い
う
用
具
で
文
字
の

美
し
さ
を
追
求
し
、
か
す
れ
、
濃
淡

が
リ
ズ
ム
と
な
り
多
彩
に
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
と
、
か
な

の
ス
タ
イ
ル
を
ご
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
古
来
の
も
の
を
大
切
に
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
短
歌
作
品
を
何
首
か
ず

つ
持
ち
寄
り
、批
評
や
添
削
を
し
、著

名
歌
人
の
作
品
鑑
賞
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
書
記
の
方
が
毎

月
作
品
を
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て
送
っ

て
く
だ
さ
る
の
で
、
そ
れ
に
評
と
改

作
例
を
付
し
て
お
返
し
す
る
と
い
う

こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。

早
く
み
な
さ
ん
の
元
気
な
お
顔
が

見
た
い
も
の
で
す
。

私
は
、
昭
和
37
年
に
押
絵
と
出
会

い
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
寿
大
学
手

芸
部
に
入
学
。
そ
の
後
、
故
佐
藤
先

生
と
押
絵
同
好
会
と
し
て
活
動
し
た

�

講
師
　
上
原
　
一
幸

�

講
師
　
斉
藤
　
圭
子

�

講
師
　
桑
原
　
正
紀

�

講
師
　
青
木
　
登
喜

後
、
平
成
24
年
に
寿
大
学
の
講
師
に

推
選
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

手
先
を
動
か
す
と
ボ
ケ
防
止
に
な

る
と
信
じ
、
皆
様
と
と
も
に
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
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将
棋

囲
碁

新
舞
踊

俳
句

謡
曲

初
段
を
目
指
し
て

講
師
と
し
て

人
生
を
積
極
的
に
生
き
る

俳
句
教
室
へ
ど
う
ぞ

講
師
に
な
っ
て

平
成
28
年
度
第
20
期
４
月
よ
り
、

今
年
で
３
期
目
で
す
。
最
初
の
教
室

の
と
き
に
、
将
棋
科
に
入
る
目
的
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
問
い
ま
し
た
。

７
割
の
方
が
ボ
ケ
防
止
、
友
達
作

り
。
３
割
の
方
が
将
棋
が
強
く
な
り

た
い
、
と
い
う
結
果
で
し
た
。

教
室
と
し
て
は
、
初
段
を
目
指
す

目
標
に
向
か
っ
て
講
義
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

囲
碁
は
、
①
右
脳
を
駆
使
し
若
さ

を
保
つ
②
良
き
友
を
得
て
生
き
が
い

を
知
る
、
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に

初
め
に
お
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
あ
き
ら
め
る
な
、

一
度
あ
き
ら
め
る
と
習
慣
に
な
る
」

で
す
。
実
は
、
こ
の
言
葉
は
他
な
ら

ぬ
己
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
こ
と
を

こ
こ
に
白
状
し
て
お
き
ま
す
。

平
成
２
年
の
７
期
よ
り
加
わ
り
ま

し
た
。
現
在
、
学
習
成
果
発
表
の
場

と
し
て
区
立
文
化
会
館
で
の
催
し
に

踊
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

踊
り
は
演
ず
る
人
物
、
風
景
に
自

分
を
置
き
、
そ
の
醍
醐
味
を
知
る
こ

と
で
す
。「
老
人
ク
ラ
ブ
は
人
生
を

積
極
的
に
生
き
る
事
を
学
ぶ
場
で
あ

る
」
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。長
い
老
後
の
生
涯
学
習
生
活
を
、

無
理
せ
ず
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

俳
句
は
17
音
の
短
詩
形
、
五
・
七
・

五
の
リ
ズ
ム
で
日
常
を
詠
め
ま
す
。

生
活
の
視
野
が
広
が
り
、
頭
の
体
操

寿
大
学
謡
曲
科
の
講
師
と
し
て
２

期
目
に
な
り
ま
す
。「
初
心
を
忘
る
べ

か
ら
ず
」
の
言
葉
を
心
に
、
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

古
来
培
わ
れ
て
き
た
能
楽
の
骨
格

で
あ
る
「
謡
曲
」
の
奥
深
さ
と
醍
醐

�
講
師
　
北
村
　
勝
伸

�

講
師
　
鳥
井
　
英
司

�

講
師
　
上
田
　
美
幸

�

（
藤
間
玉
美
緒
）

�

講
師
　
大
澤
　
游
子

�

講
師
　
村
田
　
亘
利

味
を
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
深
く
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

に
最
適
。
そ
れ
に
俳
句
に
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
。

教
室
で
は
、
５
句
く
ら
い
投
句
し

て
、
選
句
し
ま
す
。
そ
の
後
全
部
の

句
を
全
員
で
読
み
な
が
ら
、
１
句
１

句
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
添
削
し

ま
す
。気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

東
京
都
福
祉
保
健
局
「
東
京
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
て
紹
介

板
橋
区
『
小
茂
根
寿
光
会
フ
ラ
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
』
に
所
属
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
に
出
演
さ
れ
た
瀧

本
花
子
さ
ん
と
横
山
久
子
さ
ん
の
お

二
人
の
活
動
が
、「
東
京
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

─
─
お
二
人
の
日
頃
の
踊
り
の
活
動

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
板
橋
区
小
茂
根
寿
光

会
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
、
月

３
回
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
う
ち
１

回
は
「
カ
ト
レ
ア
会
」
の
伊
藤
弘
美

先
生
に
教
わ
り
、
あ
と
は
振
り
付
け

サークルの皆さん

地
域
の
お
元
気
さ
ん
　
い
く
つ
に
な
っ
て
も

の
プ
リ
ン
ト
を
も
と
に
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
近
く
の
老

人
ホ
ー
ム
を
訪
問
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
小
茂
根
寿
光
会

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
は
平
均
年

齢
81
歳
と
比
較
的
年
齢
が
高
い
で
す

が
、
み
ん
な
元
気
に
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

─
─
踊
り
を
始
め
た
の
は
い
つ
頃
で

す
か
。

（
横
山
さ
ん
：
91
歳
）
30
年
ほ
ど
前

に
友
人
に
誘
わ
れ
、

始
め
た
社
交
ダ
ン
ス

が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
あ
と
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
始
め
、21
年
に
な
り
ま
す
。

板
老
連
の
芸
能
大
会
で
初
出
場
で
優

勝
し
た
の
は
よ
い
思
い
出
で
す
。

（
瀧
本
さ
ん
：
90
歳
）
17
～
18
年
ほ

ど
続
け
て
い
ま
す
。

小
茂
根
寿
光
会
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
た
の
は
、7
～
8
年
前
で
す
。

引
っ
越
し
て
き
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

続
け
ら
れ
る
場
所
を
探
し
加
入
し
ま

し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
に
日
本

舞
踊
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

─
─
活
動
が
続
い
て
い
る
秘
訣
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
仲
が
良

く
、
み
ん
な
に
会
う
こ
と
が
楽
し
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
か
ぎ

り
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

─
─
健
康
の
秘
訣
は
何
で
し
ょ
う
か
。

（
横
山
さ
ん
）
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
の

運
動
で
す
。
背
筋
が
シ
ャ
ン
と
し
て

い
る
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。 

ま
た

家
庭
が
安
定
し
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
が
で
き
る
の
も
秘
訣
だ
と
思
い
ま

す
。（瀧

本
さ
ん
）
３
度
の
食
事
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
好
き
嫌
い
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
月
の
半
分
は
歩
い
て

お
で
か
け
し
て
い
ま
す
。
食
事
・
運

動
・
睡
眠
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
思
い

ま
す
。

２人の練習風景



板橋区老人クラブ連合会 第182 号11

私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

支
部
だ
よ
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
の
次
の
親
し
み
や

す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
“
ペ
タ
ン

ク
”
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
、11
支
部

の
有
志
に
よ
る
第
1
回
ペ
タ
ン
ク
の

勉
強
会
を
、
７
月
31
日
（
金
）・
赤

塚
体
育
館
少
年
野
球
場
に
て
実
施
し

ま
し
た
。
総
勢
19
名
の
方
が
参
加
し

て
、
ル
ー
ル
の
勉
強
と
そ
の
後
体
験

を
約
２
時
間
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
真
剣
に
ト

ラ
イ
す
べ
く
、
各
老
人
会
に
持
ち
帰

第
11
支
部

ペ
タ
ン
ク
普
及
に

向
け
て

り
今
後
の
普
及
に
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

�

（
11
支
部
体
育
部　

鈴
木
）

ペ
タ
ン
ク
競
技

テ
ラ
ン
：
ペ
タ
ン
ク
を
プ
レ

イ
す
る
場
所

コ
ー
ト
：
テ
ラ
ン
の
中
で
区

切
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

ボ
ー
ル
：
金
属
製
で
、
直
径

が
７
・
05
㎝
と
８
・
０
㎝
の

間
で
あ
る
こ
と
、
重
さ
が

６
５
０
ｇ
と
８
０
０
ｇ
の
間

で
あ
る
こ
と

ビ
ュ
ッ
ト
：
目
標
に
な
る
直
径
30
㎜

の
球

サ
ー
ク
ル
：
投
球
を
行
う
場
所
で
先

行
チ
ー
ム
が
地
面
に
描
く

　
　
　
　

大
き
さ
は
35
㎝
～
50
㎝

目
標
球
で
あ
る
ビ
ュ
ッ
ト
を
投

げ
、
そ
の
ビ
ュ
ッ
ト
に
い
か
に
ボ
ー

ル
を
近
づ
け
得
点
す
る
か
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
相
手
の
ボ
ー
ル
を
弾

き
飛
ば
し
た
り
、
味
方
の
ボ
ー
ル
を

弾
い
て
ビ
ュ
ッ
ト
に
近
づ
け
た
り
と

技
術
を
向
上
さ
せ
る
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
。

チ
ー
ム
構
成
は
３
人
対
３
人
で

行
い
、
一
人
２
球
を
投
げ
て
最
終

ビ
ュ
ッ
ト
に
近
い
方
が
得
点
を
得
ま

す
。試

合
は
13
点
制
で
、
勝
負
は
13
点

先
取
…
1
メ
ー
ヌ
（
１
セ
ッ
ト
）
が

終
了
、
先
行
チ
ー
ム
が
ビ
ュ
ッ
ト
を

投
げ
、そ
の
後
ボ
ー
ル
を
投
げ
ま
す
。

ビ
ュ
ッ
ト
は
６
m
以
上
1
0
m
以

下
の
投
球
で
有
効
で
す
。

両
足
は
サ
ー
ク
ル
内
に
完
全
に
入

れ
、
線
を
踏
ん
で
投
げ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
以
下
、
ビ
ュ
ッ
ト
に
近
い
方

の
相
手
側
が
投
げ
て
い
き
ま
す
。
最

後
、
ビ
ュ
ッ
ト
に
近
い
ボ
ー
ル
の
数

が
得
点
に
な
り
ま
す
。

ルールを詳しく解説してもらいます

初めて体験するスポーツに皆ソワソワ
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随
想

『
こ
の
度
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
に
ご
参
加
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
数

多
く
の
「
大
切
な
人
・
絆
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

の
中
か
ら
厳
正
に
選
考
が
行
わ
れ
た
結

果
、あ
な
た
様
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
五
輪
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
デ
ス

ク
』
と
記
載
が
あ
り
、
嬉
し
く
て
有
頂
天

に
な
り
ま
し
た
。現
況
は
杖
を
離
せ
な
い
体

調
で
あ
り
、本
気
に
な
っ
て
悪
い
所
全
て
治

そ
う
と
い
く
つ
も
の
通
院
治
療
を
始
め
ま

し
た
。

心
を
弾
ま
せ
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
輪
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

選
ば
れ
て

成
増
松
竹
会
　
会
長
　
坂
本
　
恒
男

これが聖火ランナーの通知書類です

◆�公的機関などがこのような電話をかける

ことは、絶対にありません !!

◆必ず誰かに相談する！

　絶対に現金等を渡してはいけません !!

　必ず家族や知人、警察に相談してください。

特殊詐欺ニュース特殊詐欺ニュース
新型コロナウィルスに
便乗した詐欺に注意！

◦�市役所職員等をかたって電話をかけ義

援金等を振り込ませる！

◦市役所職員等をかたって自宅を訪問し

　�「義援金を集めている。」などと言って

現金を受け取る！

◦�新型コロナウィルスに感

染した身内を装い電話等

で現金を要求する！

予想される事例予想される事例
（他県で同種のアポ電が発生しています）（他県で同種のアポ電が発生しています）

防犯ポイント防犯ポイント
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短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

短
歌
選
者

天
　
新
し
く
起
こ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
と

い
う
感
染
症
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
父
母
の
た
め
に
作
っ
た
マ
ス
ク

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
て
ほ
し

い
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

地　

私
が
終
戦
を
迎
え
た
の
は
小
学

３
年
生
の
８
月
半
ば
の
こ
と
で
、
今
で

も
８
月
が
近
づ
く
と
思
い
出
し
ま
す
。

カ
ン
カ
ン
照
り
で
深
閑
と
し
て
い
た

の
を
─

人　

初
心
者
の
た
め
の
研
修
が
、何
か

の
事
情
で
テ
レ
ワ
ー
ク
で
受
け
る
こ

と
に
。
時
代
の
流
れ
の
一
端
を
と
ら
え

え
て
い
ま
す
。

天老
父
母
に
手
作
り
マ
ス
ク
届
け
る
娘こ

　

い
つ
ま
で
続
く
か
新
型
コ
ロ
ナ
は

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

地不
気
味
な
る
終
戦
の
日
の
静
寂
さ

　

焼
け
野
が
原
に
水
滴
の
音

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
高
橋
み
つ
子

人「テ
レ
ワ
ー
ク
」で
入
社
研
修
う
け
て
い
る

　

女
孫
の
笑
う
声
の
洩
れ
来
る

金
沢
千
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

今
日
も
ま
た
街
な
か
を
舞
う
蝶
の
い
て

　

ひ
と
り
ゆ
く
さ
ま
ひ
と
り
わ
れ
見
る

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

運
転
の
免
許
返
納
か
す
め
る
も

　

津
々
浦
々
を
走
る
景
観
あ
り

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

胸
ふ
さ
ぎ
心
が
折
れ
し
そ
ん
な
午
後

　

心
遊
ば
す
ゴ
ッ
ホ
の
絵
画
に

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

両
親
の
老
い
た
る
姿
を
知
ら
ぬ
わ
れ

　

八
十
路
過
ぎ
て
も
今
だ
戸
惑
う

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
曻

三
ヶ
月
会
い
た
い
人
に
も
会
え
ぬ
日
々

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
れ
も
恨
め
ぬ
ま
ま
に

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

無
観
客
呼
出
し
の
声
冴
え
渡
り

　

ビ
ュ
ー
ン
ビ
ュ
ン
と
弓
音
う
な
る

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

コ
ロ
ナ
の
夏
自
由
奪
わ
れ
自
粛
す
る

　

過
ぎ
し
時
代
の
ア
ル
バ
ム
を
見
る

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

コ
ロ
ナ
禍
で
春
か
ら
無
沙
汰
の
墓
参
り

　

水
仙
を
捨
て
向
日
葵
に
替
え
る

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

ニ
ュ
ー
ス
で
は
コ
ロ
ナ
猛
暑
日
熱
中
症

　

テ
レ
ビ
の
前
の
我
静
か
な
り

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

短
歌
は
俳
句
と
と
も
に
、
日

本
文
化
の
原
点
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
約
4
千

年
に
も
お
よ
ぶ
長
い
歴
史
を

も
っ
て
い
ま
す
。

短
歌
も
俳
句
も
季
節
の
移
ろ

い
に
動
か
さ
れ
た
心
の
在
り
よ

う
を
表
現
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
表

現
形
式
が
単
純
で
す
。
単
純
で

あ
る
こ
と
が
ま
た
、難
し
い
と
い

う
一
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、い
つ
で
も
ど
こ
で
で
も

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
い
ざ
作
る
と
な
る
と
、
さ

ら
っ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。

心
の
動
き
を
メ
モ
に
し
て
お
い

て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
作
る

の
が
基
本
で
す
。

み
な
さ
ん
、
短
歌
を
大
い
に

作
っ
て
た
の
し
み
ま
し
ょ
う
。

短
歌
に
親
し
み
を

�

松
坂
　
弘
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俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

コ
ロ
ナ
禍
の
世
相
の
な
か
で
多
く

の
医
療
従
事
者
に
向
け
ら
れ
る
市
民

の
感
謝
の
思
い
は
温
か
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
表
れ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。

職
場
で
の
拍
手
も
そ
う
だ
し
、
感
謝

の
言
葉
で
あ
っ
た
。国
を
挙
げ
て
の
自

衛
隊
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
飛
行
も
そ
う

で
あ
っ
た
。今
回
の
投
句
で
は
そ
の
よ

う
な
俳
句
が
多
く
見
ら
れ
た
。

天　

こ
の
句
で
は
、「
励
ま
し
の
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
飛
行
」
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
市
民
の
思
い
が
は
っ
き
り
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

地　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
市
民
生
活

の
工
夫
が
巧
み
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

人
　
紅
葉
の
富
士
と
そ
れ
を
取
り
巻

く
湖
が
き
れ
い
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。

天励
ま
し
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
飛
行
風
薫
る

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

地黒
南
風
や
テ
ー
プ
貼
ら
れ
し
す
べ
り
台

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

人紅
葉
の
富
士
の
裾
野
に
湖う
み

五
つ

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

櫻
桃
忌
ま
だ
読
み
切
れ
ぬ
棚
の
本

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

七
夕
や
願
い
は
一
つ
幸
せ
に

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

は
し
ゃ
ぐ
子
も
少
な
く
な
り
ぬ
山
吹
き
咲
く

高
島
平
寿
会
　
宮
下
け
い
子

ひ
め
ゆ
り
の
風
は
悲
鳴
と
摩
文
仁
丘

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

し
ら
じ
ら
と
夜
明
け
の
香か
お

り
金き
ん
も
く
せ
い

木
犀

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

万
緑
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
軽
や
か
に

東
新
東
寿
会
　
森
田
ハ
ル
ミ

母
の
年
越
え
て
生
き
る
や
初
夏
の
朝

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
翠

区
民
農
園
も
ん
し
ろ
蝶
の
舞
の
よ
し

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
増
田
み
ど
り

鉄
骨
に
太
き
鋲
打
つ
大
暑
か
な

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

ち
ょ
っ
と
添
削

長
髪
の
走
る
少
女
へ
夕
立
ち
ぬ

　

→
髪
長
く
走
る
少
女
へ
大
夕
立

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

説
明
）「
夕
立
ち
ぬ
」
と
は
言
わ
な

い
。

悟
り
な
く
一
喜
一
憂
沙
羅
の
花

　

→
い
つ
ま
で
も
一
喜
一
憂
沙
羅
の
花

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

説
明
）仏
教
と
関
わ
り
深
い
沙
羅
双
樹

と
沙
羅
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、釈
迦
の
入
滅
時
に
花
が
白
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
聖
樹
が
沙
羅
双
樹
で

あ
る
。

外
人
の
着
物
姿
や
大
団う
ち
わ扇

　

→
外
国
人
の
和
服
姿
と
手
の
団
扇

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
明

説
明
）
外
人
（
が
い
じ
ん
）
と
の
省

略
は
し
な
い
。

音
消
ゆ
る
街
に
彩
る
花
水
木

→
音
消
え
し
街
の
彩
り
花
水
木

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

説
明
）
コ
ロ
ナ
禍
一
色
の
街
に
花
水

木
の
彩
り
を
。

八
月
六
日
彼
の
地
は
永と

わ遠
に
平
和
な
れ

→
八
月
六
日
の
天
界
に
永
遠
の
平
和
を

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

説
明
）
広
島
忌
の
多
く
の
み
霊
の
安

か
れ
と
。

並
び
立
つ
帽
子
に
マ
ス
ク
蝉
し
ぐ
れ

　

→
コ
ロ
ナ
禍
や
帽
子
に
マ
ス
ク
蝉

し
ぐ
れ

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知
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百
合
咲
い
て
今
朝
の
挨
拶
弾
み
を
り

→
コ
ロ
ナ
禍
の
今
朝
の
挨
拶
百
合
の

花

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

説
明
）
コ
ロ
ナ
禍
の
暗
い
世
相
に

あ
っ
て
も
、
百
合
の
花
が
咲
い
た
今

朝
は
明
る
く
あ
い
さ
つ
で
き
た
。

街
角
に
カ
ラ
フ
ル
マ
ス
ク
花
ざ
か
り

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

→
街
角
に
カ
ラ
フ
ル
マ
ス
ク
悲
喜

交
々

説
明
）
コ
ロ
ナ
の
マ
ス
ク
で
、「
は
な

ざ
か
り
」
と
は
。

　
川
柳

俳
句
選
者

マ
ン
ガ
・
い
た
ろ
う
君

渋
谷
駅
に
近
い
私
鉄
沿
線
で

水
田
を
見
た
驚
き
か
ら
「
東
京

の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
冬
田
道
」

と
い
う
俳
句
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
で
下
車
し
た
客
が
、

西
口
か
ら
東
口
か
ら
と
帰
路
に

つ
く
人
生
の
哀
歓
を
匂
わ
せ
る

行
動
か
ら
は
「
し
ぐ
る
る
や
駅

に
西
口
東
口
」
の
俳
句
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
発
見
や

気
づ
き
を
五
音
七
音
五
音
に
整

理
し
て
季
語
を
添
え
る
と
俳
句

に
な
り
ま
す
。

ど
う
で
す
か
。
俳
句
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。

い
つ
も
漫
画
を
ご
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
き

な
り
で
す
が
、
若
き
頃
《
人
生
僅

か
50
年
》と
教
わ
り
ま
し
た
よ
ネ
。

現
在
は
１
０
０
歳
過
ぎ
の
人
た
ち

が
続
出
で
す
。

私
は
二
十
数
年
前
に
癌
を
患
い

臓
器
摘
出
手
術
を
行
っ
て
以
来
、

短
き
余
生
を
覚
悟
し
て
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な

俳
句
を
作
っ
て
み
よ
う

元
気
が
一
番

星
　
利
生

�

片
山
　
遊
爺

出
会
い
や
経
験
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
、
気
が
つ
け
ば
82
歳
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
板
老
連
さ
ん
か
ら
漫
画
を
描
く

機
会
を
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
や

読
者
の
皆
様
へ
、
日
頃
の
感
謝
と

お
礼
の
気
持
ち
を
こ
め
て
漫
画
を

描
い
て
い
ま
す
。

50
歳
を
過
ぎ
れ
ば
体
の
不
調
は

当
た
り
前
に
な
り
、
病
気
と
寿
命

も
無
関
係
で
す
。
動
け
な
く
て
も

元
気
が
一
番
。

明
治
・
昭
和
に
〝
生
〟
を
受
け

た
方
、
貴
方
。
あ
の
諺
を
変
え
ま

し
ょ
う
ョ
。《
人
生
僅
か
１
０
０

年
》
と
。

え
、
こ
れ
で
は
ま
だ
控
え
め
で

す
か
？
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

　この会報紙「板老連」は、ご協賛してくださいましたスポンサーの皆様の
ご支援により発行することができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

板老連今後の行事予定

スポンサー各位への
御礼

行事名 日にち 場所

ウォーキング（練馬） 10/26（月） 東上線・成増駅北口

ウォーキング（練馬） 11/9（月） 西武池袋線・大泉学園駅南口

輪投げ大会 11/11（水） 小豆沢体育館

芸能大会 11/25（水） 文化会館

ウォーキング（練馬） 11/30（月） 西武池袋線・江古田駅北口

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
全
国
的
に
感
染
症
が
蔓
延

し
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
３
密

を
避
け
、
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
板
老
連
の
事
業

も
全
面
的
に
中
止
に
な
り
、
支
部
・
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
中
止
。

６
月
に
入
り
解
除
宣
言
が
出
ま
し
た
が
、
第
二
波
が
来
て
い
る

よ
う
で
す
。
55
年
ぶ
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
の
に
延
期
に
な
り
、
残
念
で
す
。

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
の
時
期
に
広
報
誌
の
発
刊
が
で
き
ま
す

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
板
老
連
の
令
和
2
年
度
の
会
長
の
所
信
や

総
会
資
料
な
ど
遅
い
公
開
に
な
り
ま
す
。
紙
面
づ
く
り
に
不
具
合

が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
、会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
投
稿
、ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
広
報
部
長　

伊
藤　

恵
子
）

編
集
後
記

編
集
後
記


